
すべての市民に
　　無償の普通教育を！
ー 日本学術会議分科会提言からの問題提起 ー

主催：教育関連学会連絡協議会
共催：日本学術会議　第24期心理学・教育学委員会　
　　 排除・包摂と教育分科会

  ７ (土)2020年 11   月 日
14時30分～16時30分

オンラインにて開催：要申し込み

　　・登壇者・
前川喜平
（現代教育行政研究会代表）

小玉重夫
（東京大学教授）

酒井朗
（上智大学教授）

申込先：https://forms.gle/FS7LWzpbYHHz31JE7
11 月 5日をめどに、参加方法をご案内いたします。



PROGRAM

CONTACT

REGISTRATION

　　14:30　シンポジウムの趣旨説明

　　　　　　油布佐和子（日本学術会議連携会員・早稲田大学教授）

　　14:40　基調講演「教育機会確保法の意義と今後の課題」

　　　　　　前川喜平（現代教育行政研究会代表）

　　15:10　報告１「日本学術会議提言の基本コンセプト」

  　  　小玉重夫（日本学術会議連携会員・東京大学教授）

　　15:25　報告２「教育システムへの包摂の現状と課題」

  　  　酒井　朗（日本学術会議連携会員・上智大学教授）

　　15:40　総合討論

　　16:30　閉会

日本学術会議の第 24 期 心理学・教育学委員会に設置されていた「排除・包摂と教育」分

科会（委員長：志水宏吉）では、この度「すべての市民に無償の普通教育を！」というタ

イトルの提言を作成いたしました。これは、2016年に成立した、いわゆる「教育機会確保法」

をベースにして、日本の学校教育システムをより包括的なものに再構築するという目的意

識に導かれたものです。今回のシンポジウムでは、同法の制定に深く関わった前川氏およ

び提言作成の中心的役割を果たした小玉氏・酒井氏にご登壇いただき、教育の場における

排除の実態およびよりよい包摂に向けての具体的な手立てについて議論を深めたいと考え

ています。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

本件に関するお問い合わせは、教育関連学会連絡協議会事務局（担当：山口・

石神）までお願いいたします。

　　　　　　TEL：03-3253-6630　Mail：jimu@jera.jp

本シンポジウムはオンラインサービス Zoom を使用して開催されます。

参加を希望される方は、下記のフォームへのご入力をお願いいたします。

URL： https://forms.gle/FS7LWzpbYHHz31JE7

11 月５日頃に参加のための情報をお送りいたします。


